
今月号の主な内容

特集 女性部・青年部・若妻部　総会  ３面

２面 表紙紹介・今月のいちおし情報
６面 フォトニュース（カーギルジャパン講演会ほか）
７面 女性部活動だより・気になる風景
８面 座談会報告
10面 女性参与、新採用職員紹介・JA通信
11面 インフォメーション・理事会報告・職員人事
12面 初めてのお誕生日・食のはなし（ハーブ） JA大潟村
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安心・安全な「ＩＣキャッシュカード」への
切り替えはお済みですか？

表紙のご紹介

　金融課では、キャッシュカードの偽造被害からお客様の
貯金をお守りするため、より安心・安全なキャッシュカー
ドのＩＣ化（ＩＣキャッシュカードおよびＪＡカード一体
型）への取り組みを行っております。まだ切り替えがお済
みでない方は、この機会にぜひお切り替え下さいますよう
ご案内申し上げます。

 ●ＩＣキャッシュカードとは…
　偽造や不正な読み取りが困難なＩＣチップを搭載し、セ
キュリティを強化したキャッシュカードです。ＩＣ未対応
のＡＴＭでもお取引いただけるよう、従来の磁気ストライ
プも搭載した併用型となっていますが、ＩＣと磁気それぞ
れの部分に引出限度額の設定ができます。限度額の上限は
１日あたりＩＣが100万円、磁気が50万円です。

 ●ＪＡカード《一体型》とは…
　安心・安全なＩＣキャッシュカード機能と、便利なクレ
ジットカード機能が１枚になったカードです。

※切り替え手数料はかかりません。

詳しくは金融課（45-3018・2211）まで
お問い合わせ下さい。

お問い合わせは生活課（45-2214）まで。

◀切り替え前の磁気カード。
こちらをご利用の方は、こ
の機会にぜひＩＣカード
（下記）へのお切り替えを
お願いいたします。

◀ＪＡならではのオリジナル
特典満載の「ＪＡカード」
と一体になったキャッシュ
カード。お財布もかさばら
ず、安心・お得・便利にお
使いいただけます。

「お米のケーキ」
　ＪＡ大潟村が商品開発を行い、３月から発売を開
始した新たな特産品です。素材の味を最大限活かす
ため、加工センターにおいて小麦粉・膨張剤・防腐
剤を一切使わずに製造しています。もちろん、原料
の米粉は大潟村産100％です。米粉ならではの、しっ
とりした優しい味わいを、ぜひお試しください。
　あぐりプラザおおがた（TEL：45-2214　FAX：
45-2514）にて、毎週火曜日と金曜日の午後３時
頃から数量限定で販売しております。

　お知らせ …………………………………………………
●ミツウマ長靴の販売停止について
　ミツウマ長靴の生産中止により、在庫限りで販売を
停止せざるを得ない状況となりました。あぐりプラザ
では代替商品として、「アトム」および「全農」の製
品を販売する予定でおります。ミツウマ製品をご愛用
の皆様にはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解
いただきますようお願い申し上げます。
●共同炊事の実施について
　今年度の共同炊事は、５月11日～ 30日までの20日
間の日程で行います。
●営業時間の延長について
　４月から（農繁期の間）営業時間を延長いたします。
延長時間につきましては、状況を見ながら決定いたし
ますので、どうぞご利用ください。

４月10・20・30日
̶̶ ４月の特売  ４月の特売 ̶̶

あぐりプラザ
トクトク情報

４月26・27日
目玉商品を多数ご用意して
お待ちしております！

０（ゼロ）のつく日は
ポイント２倍デー！

JAだよりおおがた

今月のいちおし情報
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特 集

女性部・青年部・若妻部　総会
～１年間を振り返り、今、新たな一歩を～

　昭和47年２月28日、農家生活の向上と農村婦人
の権利を守ることを目的に「農協婦人部」創立。こ
れより前に大潟村婦人会が発足していましたが、多
様化する婦人団体合理化を図り、婦人会（部）とし
て一元化されました。農協婦人部は平成10年「Ｊ
Ａ女性部」に名称変更し、平成20年には「婦人会
40周年・女性部35周年記念式典」を実施。歴史を
刻みながら精力的に活動を行っています。平成24
年３月末現在の部員数は142名。

　昭和51年８月23日、「部員同士の連携により農業
青年の共同意識の高揚を図るとともに農協運動の実
践活動を通じ、積極的に農協の実態を把握し生産技
術の改善・生活文化向上を図ること」を目的に創立。
栽培技術研修など学習の機会を多く設け、部員同士
の交流や農業後継者としての技術と知識の習得に努
めてきました。県内外のＪＡ青年部との交流活動も
活発で、北海道・ＪＡ中札内村青年部との交流事業
は平成13年より続いています。平成24年３月末現
在の部員数は42名。

　昭和57年３月５日、婦人部の中の専門部のひと
つとして活動していた若妻部が「農協若妻部」とし
て独立。女性部同様、若妻会と一元化されており、
若妻会（部）として活動を行っています。平成16
年より、役員を固定化しない「執行部」という役員
体制をとり、一人ひとりの負担を軽減。交流や学習
の機会を多く設け、仲間づくりに力を入れています。
平成24年２月、創立30周年の記念総会と祝賀会を
行いました。平成24年３月末現在の部員数は62名。

　女性部・青年部・若妻部では２月下旬から３月上旬にかけて総会を行い、23年度の事業報
告や24年度の事業計画などを審議。各部とも計画は承認され、24年度にむけての一歩を踏み
出しました。また、総会には各部ともに、部員数減少にかかわる議案や話し合いが盛り込まれ、
部員数確保への取り組みや、変化する農業情勢・社会情勢の中、組織としてどのように活動し
ていくかなどの確認を行いました。当日の様子をご紹介いたします。

女 性 部

青 年 部

若 妻 部
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議 案

　

女
性
部
は
３
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
会

館
大
会
議
室
を
会
場
に
開
催
し
ま

し
た
。
は
じ
め
に
三
村
敏
子
部
長

が
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、

「
部
長
に
な
り
Ｊ
Ａ
秋
田
中
央
会
主

催
の
女
性
会
議
に
参
加
す
る
機
会

が
増
え
た
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て

男
女
共
同
参
画
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
考
え
、
推
進
し
て
い
く
必
要
を

感
じ
た
。
震
災
以
後
、
様
々
な
問

題
の
残
る
中
、〝
住
ん
で
良
か
っ
た
〞

と
思
え
る
村
づ
く
り
の
た
め
に
女

性
部
と
し
て
も
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
活
発
な
意
見
交
換

を
求
め
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
執
行
部
が
事
業

報
告
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
。

そ
の
中
で
、
各
種
会
議
へ
の
出
席

を
執
行
部
・
班
長
・
部
員
で
分
担

し
た
こ
と
、
エ
ル
ダ
ー
の
会
が
初

め
て
の
活
動
を
行
っ
た
こ
と
、
活

動
だ
よ
り
の
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
誌
上
で

の
展
開
な
ど
を
特
徴
と
し
て
挙
げ

ま
し
た
。そ
し
て
24
年
度
は「
伝
承
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
て
活
動
す

る
こ
と
を
提
案
。
こ
れ
は
、
先
代

の
女
性
部
員
が
つ
く
り
上
げ
て
き

た「
み
そ
と
う
ふ
加
工
技
術
」や「
大

潟
村
独
自
の
食
」
を
、
自
分
た
ち

の
世
代
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
あ
ら
た

め
て
学
ん
で
い
こ
う
、
と
い
う
こ

と
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
そ
の

テ
ー
マ
の
も
と
「
男
女
共
同
参
画
」

「
活
動
の
活
性
化
」「
加
工
セ
ン
タ
ー

の
有
効
利
用
」
を
大
き
な
柱
と
し

て
事
業
計
画
を
策
定
。
話
し
合
い

の
結
果
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
、

「
ス
リ
ム
な
身
体
と
骨
盤
の
関
係
」

と
題
し
た
講
話
と
実
技
を
実
施（
記

事
６
面
に
も
掲
載
）。
そ
し
て
最
後

は「
大
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」を
行
い
、

楽
し
く
１
日
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

青
年
部
は
３
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
和
室
を
会
場
に
開

催
。
開
会
に
あ
た
り
一
ノ
関
冬
樹
部
長
が
23
年
度
を
振

り
返
り
、「
震
災
に
よ
る
生
活
物
資
や
農
業
物
資
の
不

足
、
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
今

ま
で
考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
の
連
続
だ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
大
潟
村
を
背
負
っ

て
い
く
青
年
層
が
知
恵
を
出
し
、
地
域
に
根
差
し
た
社

会
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
今
後
の

活
動
へ
の
更
な
る
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報
告
と
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
。
青
年
部
で
は
現
在
、「
学
習
部
」
と
「
交

流
部
」
と
い
う
２
つ
の
部
を
柱
と
し
て
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
23
年
度
、
学
習
部
は
農
業
基
礎
技
術
の

学
習
会
（
育
苗
ハ
ウ
ス
巡
回
な
ど
）、
営
農
・
農
政
に

関
す
る
学
習
会
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
）、
県
内
研
修
（
種
苗

交
換
会
視
察
な
ど
）
を
実
施
。
24
年
度
は
こ
れ
ら
に
加

え
、
村
長
・
村
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
村
政
へ
の
関
心
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。
交
流
部
は
、
秋
田
市
で
の
「
軽
ト
ラ
市
」
参

加
や
村
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
な
ど
の
ほ
か
、県
外（
Ｊ

Ａ
中
札
内
村
・
Ｊ
Ａ
市
原
）
や
県
内
（
Ｊ
Ａ
ふ
る
さ
と
）

の
青
年
部
と
の
交
流
事
業
を
と
お
し
て
親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
活
発
な
意
見
交
換
を
実
施
。
24
年
度
以
降
も

引
き
続
き
交
流
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、

総
会
の
開
催
時
期
や
役
員
の
任
命
に
つ
い
て
な
ど
の
規

約
改
正
、
未
使
用
通
帳
の
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
。
役
員
改
選
も
行

い
、
新
た
な
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
役
場
職
員
を
講
師
に
迎
え
て
学
習

会
を
行
い
、
平
成
24
年
度
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

第１号
平成23年度事業報告並びに収支決算の承認について
（1）平成23年度事業報告並びに収支決算報告
（2）監査報告

第２号
平成24年度事業計画並びに予算の承認について
（1）平成24年度のテーマ（案）・課題（案）について
（2）平成24年度事業計画（案）並びに予算（案）について

★
女
性
部
（
第
44
回
）

〜
「
伝
承
」
を
テ
ー
マ
に

充
実
し
た
楽
し
い
活
動
を
〜

★
青
年
部
（
第
36
回
）

〜
一
層
の
部
員
の
拡
充
と

活
動
の
充
実
を
〜

女性部・青年部・若妻部　総会

議事進行

総会終了後に行った整体の実技
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議 案

24年度執行部（敬称略）

〈ご加入のお申し込み〉女性部・若妻部➡生活課生活指導担当（45－2214）、青年部➡営農支援課営農指導担当（45－3033）まで。

　

若
妻
部
は
２
月
24
日
、
部
の
創

立
30
周
年
を
記
念
し
、
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
を
会
場
に
「
記

念
総
会
」
と
し
て
開
催
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
村
内
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
プ
ア
レ
ア
」

で
、
30
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い

華
麗
な
踊
り
で
華
を
添
え
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
執
行
部
代

表
の
佐
野
麻
寿
美
さ
ん
が
、
自
身

の
大
潟
村
に
嫁
い
だ
頃
の
思
い
出

と
と
も
に
、
一
年
間
の
執
行
部
活

動
を
振
り
返
り
、
家
族
や
仲
間
へ

の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

来
賓
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
う
け

た
あ
と
、
30
周
年
の
記
念
品
と
し

て
公
民
館
に
絵
本
の
セ
ッ
ト
を
贈

呈
。
職
員
に
執
行
部
よ
り
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
事
業
報
告
や

事
業
計
画
な
ど
の
ほ
か
、
顕
在
化

す
る
部
員
の
減
少
に
と
も
な
う
部

の
運
営
形
態
の
変
更
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
展
開
。
非
部
員
に

も
若
妻
部
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
も

ら
う
機
会
を
設
け
、
部
員
の
増
加

に
つ
な
げ
よ
う
と
、「
お
試
し
会
員
」

制
度
を
設
け
る
こ
と
や
、
住
区
単

位
で
な
く
て
も
個
人
会
員
と
し
て

参
加
で
き
る
制
度
の
創
設
、
そ
れ

に
伴
う
役
員
選
出
方
法
の
変
更
な

ど
、
今
後
の
活
動
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
し
、
柔
軟
な
組
織
運
営

を
行
っ
て
い
く
方
向
で
、
全
て
の

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
を
行
い
、
新
た
な
執
行
部
員

６
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
「
30
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
」
の
主
催
で
、

同
ホ
テ
ル
の
２
階
和
室
を
会
場
に

祝
賀
会
を
開
催
（
記
事
は
３
月
号

に
も
掲
載
）。
小
さ
な
子
ど
も
連
れ

で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
と
の
配
慮

の
中
、
参
加
者
は
歴
代
の
役
員
や

村
長
な
ど
の
来
賓
を
囲
み
、
料
理

や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第１号 平成23年度事業報告並びに決算報告及び監査報告

第２号 班の編成と役員選出について

第３号 平成24年度事業計画（案）並びに予算（案）の承認

第４号 役員数と部の変更について
お試し会員（案）について

第５号 役員改選並びに新役員あいさつ

議 案

第１号 平成23年度事業報告並びに収支決算承認について
監査報告

第２号 平成24年度事業計画（案）並びに予算（案）について

第３号 規約改正について

第４号 青年部未使用通帳について
役員改選について

★
若
妻
部
（
第
30
回
）

〜
30
周
年
、
柔
軟
な
組
織
運
営
で

さ
ら
な
る
飛
躍
を
〜

女性部・青年部・若妻部　総会

議事進行

総会終了後には、役場職員を講師に迎え「24年度戸
別所得補償制度」についての学習会が行われた

議事進行

新執行部の皆さんのあいさつ沢田石育子・伊藤真由美・曽我美果・今井美幸・郷津睦・鎌田康子

24年度役員（敬称略）

部長：高木茂之　副部長：佐々木和也・浅野雄祐
事務局長：吉原忍　会計：竹本健治



PhotoNewsースフォトニュ

JＡだより 6

　

女
性
部
は
３
月
５
日
の
総
会
終
了
後
、

「
自
力
整
体
」
に
つ
い
て
の
講
話
と
実
技

講
習
を
行
い
、
自
分
で
自
分
の
身
体
を
整

え
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
「
ス
リ
ム
な
身
体
と
骨
盤
の

関
係
」
と
題
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
女
性

部
員
で
自
力
整
体
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
矢
上
予

防
医
学
指
導
士
で
あ
る
芹
田
妙
子
さ
ん
が

講
師
を
務
め
ま
し
た
。
芹
田
さ
ん
は
壇
上

で
、
骨
模
型
を
使
っ
て
身
体
の
仕
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
、
手
拭
い
や
タ
オ
ル
な
ど

を
利
用
し
た
家
庭
で
手
軽
に
で
き
る
整
体

法
を
伝
授
。
参
加
者
は
体
を
ほ
ぐ
し
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の

体
を
自
分
自
身
で
整
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
ま
し

た
。 女

性
部
総
会
終
了
後

整
体
に
つ
い
て
学
ぶ

芹田さん（円内）の指導の下、実技を
行う女性部員

し

穀
物
取
引
の
プ
ロ
に
学
ぶ

「
カ
ー
ギ
ル
ジ
ャ
パ
ン
」講
演
会

　

Ｊ
Ａ
大
潟
村
は
３
月
７
日
の
座
談
会
終

了
後
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室
を
会
場
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
師
は
、
農
産
物
な
ど
を
扱

う
商
社
「
㈱
カ
ー
ギ
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
穀
物

油
脂
本
部
で
穀
物
グ
ル
ー
プ
統
括
部
長
と

プ
ラ
イ
ス
リ
ス
ク
管
理
室
室
長
を
務
め
る

佐
藤
広
宣
氏
。
講
演
の
冒
頭
で
有
名
漫
画

の
シ
ー
ン
を
用
い
て
の
自
己
紹
介
を
行

い
、
参
加
者
の
注
目
を
一
身
に
集
め
ま
し

た
。
講
演
内
容
は
「
世
界
の
農
産
物
取
引

と
そ
の
中
に
お
け
る
国
産
米
取
引
の
見

方
」。
穀
物
の
種
類
ご
と
の
需
要
と
供
給

の
動
き
や
在
庫
の
推
移
を
示
し
、
先
物
取

引
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
最
後
に
設
け
ら
れ
た
質
疑
の
時
間
に

は
、
参
加
者
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
佐
藤
氏

の
意
見
を
求
め
る
な
ど
、
高
い
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。

プロジェクターを使って説明する佐藤氏

女
性
部
エ
ル
ダ
ー
の
会

「
集
い
」で
楽
し
い
ひ
と
時
を

　

女
性
部
エ
ル
ダ
ー
の
会
は
３
月
12
日
、

Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室
を
会
場
に
「
エ
ル

ダ
ー
の
集
い
」
を
開
き
、
歌
や
昔
語
り
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

エ
ル
ダ
ー
の
会
は
、
女
性
部
（
婦
人

会
）
を
退
会
し
た
方
々
が
立
ち
上
げ
た
会

で
、
単
独
で
の
活
動
は
今
回
が
２
度
目
。

こ
の
日
は
、
田
代
公
子
さ
ん
の
リ
ー
ド
で

「
四
季
の
歌
」「
夏
の
思
い
出
」
な
ど
誰
も

が
口
ず
さ
め
る
な
つ
か
し
い
歌
を
歌
っ
た

り
、
坂
本
み
ほ
子
さ
ん
の
秋
田
の
昔
語
り

を
聞
い
た
り
し
た
ほ
か
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
お
話
や
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
相

談
を
行
い
ま
し
た
。
エ
ル
ダ
ー
会
員
で
な

く
て
も
気
軽
に
参
加
し
て
楽
し
め
る
内
容

に
、
参
加
者
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
集
い
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

歌う前に発声練習を行いリラックスする参加者

　

３
月
26
日
、
第
20
回
秋
田
県
優
良
水
稲

種
子
生
産
共
励
会
が
秋
田
市
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル

で
開
催
さ
れ
、
大
潟
村
水
稲
種
子
組
合
の

小
柳
ミ
サ
さ
ん
（
品
種
・
あ
き
た
こ
ま
ち
）

が
優
秀
賞
と
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
共
励
会
は
、
種
子
生
産
農
家
の
技

術
向
上
な
ど
を
目
的
に
秋
田
県
産
米
改
良

協
会
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
度
の
出
品
は
各
Ｊ
Ａ
の
種
子
生
産
農
家

か
ら
推
薦
さ
れ
た
39
点
。
審
査
の
結
果
総

得
点
の
高
い
も
の
か
ら
「
優
秀
賞
」
５
点
、

「
奨
励
賞
」
８
点
が
選
ば
れ
、
特
に
優
秀

な
農
家
に
対
し
て
「
特
別
賞
」
５
点
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
良
質
米
の
生
産
は
優
良
種

子
の
確
保
か
ら
。
今
後
と
も
秋
田
県
産
米

の
品
質
向
上
の
一
翼
を
担
っ
て
頂
き
ま
す

よ
う
ご
尽
力
く
だ
さ
い
。

良
質
種
子
生
産
者
を
表
彰

水
稲
種
子
生
産
共
励
会木村一男会長より表彰を受ける小柳さん



★24年度決まっている行事

７月１日　南秋連合婦人会・消費者大会（八郎潟町）
７月19日　ＪＡあきた女性協創立60周年記念（秋田市文化会館）
８月23日　全県地域婦人会大会（秋田市県民会館）
９月７日　婦人会（女性部）研修（藤里町）

★各委員会からの報告

●第２回エルダーの会を開く（３月12日）
　３月12日、ＪＡ会館にて、「エルダーの集い」を行
いました。参加した15名は、田代公子さんの指導のも
と「四季の歌」「みかんの花咲く丘」など、なつかしい
曲を歌いました。また、坂本みほ子さんの昔語りを聞
きながら、お茶を飲み、なごやかなひと時を過ごしま
した。
　まだ発足したばかりなので、活動を通して、会の運
営やあり方などを考えていきたいと思っています。
 （石原敏子記）

●南秋連合婦人会委員会総会（３月14日）
　八郎潟町で開かれました。会長には、八郎潟町の村
井イチさんが再任されました。委員総会は、南秋田郡
の婦人会の会長と副会長による会です。24年度は新た
に正副会長会として、研修を行うことになりました。

午後は芹田さんから指導いただき、体操を行いました。
 （三村敏子記）

●新役員顔合わせ・引き継ぎ（３月15日）
　加工センター施設有効利用推進委員会の委員構成を
話し合いました。
～新役員紹介～
・生活環境部
　部長：浮田順子　副部長：大川トキ子　会計：林留美子
・体レク部
　部長：木村真澄　副部長：高橋艶子　会計：桑原まゆみ

●ＪＡ秋田四連会長などとの意見交換会（３月16日）
　ＪＡ秋田四連会長・木村一男氏（秋田ふるさと）、副
会長・阿部和雄氏（秋田しんせい）とＪＡあきた女性
協との意見交換会を行いました。会長から、女性役員
未登用ＪＡの次回改選時における解消や、女性枠から
理事になるだけでなく、女性枠の他に一般枠からもす
でに女性が理事になっているとお話がありました。ま
た「ＪＡふるさと」と「ＪＡおものがわ」が４月から
合併するが、それは金融機関としてのしばりがあり資
本が関係するためだそうです。営農と金融を切り離さ
なければならないのでは、とのお話がありました。
 （三村敏子記）

行事予定や各委員会からの報告事項などについてお知らせいたします。
女性部「活動

だよ
り」

第333号

➡

➡

　北１丁目に、天をつくような高い鉄塔が建っています。電
柱と比べるとその高さがおわかりいただけると思います（写
真）。場所は、墓地公園のおよそ50メートル北方、右側に炭
焼き小屋のあるその左側です。見るからに何かの電波塔のよ
うですが、いったい何に使っているものでしょうか？

＜答えは来月号に掲載いたします＞

「巨大鉄塔」

　毎日目にする風景。実はその中に、重要な役割を担っているも
のや、意外に知られていない実態を持つものがたくさん隠れてい
ます。このコーナーでは、大潟村のそんな「気になる風景」をク
イズ風にご紹介。さあ、ふらりと散歩に出かけてみましょう！

※許可なく立ち入りできない場所も
ありますのでご注意ください。

★皆さんの「気になる風景」をぜひお寄せください。また、皆さんの身近な話題を随時募集しております。
ご自慢のペットや文芸作品、珍品名品などをＪＡだより誌上でぜひご披露ください。写真などをお持ち込
みくださるか、ご一報いただければこちらからお伺いもいたします。

広報担当：電話 45-2211 ／メールアドレス minako.i@ja-ogata.jp

になる風景 大潟
毎毎毎毎毎毎毎日目日目日目日目日目日目日目にすにすにすにすにすにすにする風る風る風る風る風る風る

気気
in

！？
※許可※許可※許可※許可※許可※許可※許 なく立なく立なく立なく立なく立なく立立く ち入りち入りち入りち入りち入りち入り入りできなできなできなできなできなできなでき い場い場い場い場い場い場
ありまありまありまありまありまありまありますのですのですのですのですのでのでのの ご注意ご注意ご注意ご注意ご注意ご注意くださくださくださくださくださくくださいいいいい
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QQ

湖
東
病
院
の
赤
字
補
て
ん
に
つ
い
て
、
何
年

間
の
予
定
で
村
か
ら
は
い
く
ら
出
る
の
か
。ま
た
、

も
し
黒
字
に
転
じ
た
場
合
、
返
戻
は
あ
る
の
か
。

Ａ

新
た
な
湖
東
病
院
は
平
成
26
年
度
開
業
で
、

平
成
30
年
ま
で
特
別
交
付
金
を
利
用
し
各
市
町
村

か
ら
の
支
援
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
以

降
は
県
が
２
／
３
、
残
り
の
１
／
３
を
各
市
町
村

で
協
議
を
行
い
対
応
し
て
い
く
。
金
額
に
つ
い
て

は
市
町
村
ご
と
の
具
体
額
は
わ
か
ら
な
い
が
、
全

体
で
年
間
２
億
円
ほ
ど
と
い
う
。
ま
た
、
黒
字
に

な
っ
て
も
補
て
ん
分
が
返
戻
さ
れ
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

QQ

特
別
交
付
金
で
の
補
て
ん
と
い
う
が
、
国
か

ら
下
り
て
く
る
お
金
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
つ
ま

り
＋
－
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ

村
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
で
捉
え
て
い
る
。

QQ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
自
身
は
反
対
で
あ
る
。

農
政
の
変
化
や
貿
易
自
由
化
の
流
れ
は
今
ま
で
何

度
も
あ
り
、
そ
の
た
び
農
業
は
影
響
を
受
け
て
き

た
。
確
か
に
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
過

去
の
例
か
ら
も
稲
作
農
家
が
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
理

事
の
考
え
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
農
協
界
で
は
反

対
運
動
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ

確
か
に
農
協
界
で
は
大
反
対
運
動
を
展
開
し

て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
問
題
点
が
見
え
て

い
な
い
中
で
の
、
行
動
だ
け
が
先
に
立
っ
た
反
対

運
動
に
思
え
る
。
是
非
を
問
う
前
に
反
対
の
情
報

し
か
出
て
き
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
大
潟
村
農
協

と
し
て
は
、
賛
成
派
の
意
見
も
聞
い
た
上
で
、
生

じ
た
疑
問
点
を
解
消
し
て
い
く
べ
く
情
報
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
農
協
界

が
大
反
対
運
動
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、
長
期
的

な
農
業
政
策
が
見
え
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、

国
内
農
業
が
受
け
る
打
撃
に
対
し
て
政
府
が
全
く

対
策
を
と
ら
な
い
場
合
、
確
か
に
農
業
は
壊
滅
す

る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
様
々
な

角
度
か
ら
冷
静
に
判
断
し
、
必
要
な
対
策
を
議
論

し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

QQ

平
成
19
年
に
下
げ
た
役
員
報
酬
の
見
直
し
案

に
つ
い
て
。
人
材
確
保
な
ど
事
情
は
あ
る
と
思
う

が
、
農
家
が
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
中
で
役
員
報

酬
を
上
げ
る
よ
り
も
、
農
協
の
原
点
に
帰
り
、
農

家
の
た
め
に
備
え
る
方
が
先
で
は
な
い
か
。
若
い

後
継
者
が
希
望
を
持
て
る
よ
う
、
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
。

Ａ

現
状
の
報
酬
で
は
、
将
来
的
に
定
年
前
の
課

長
ク
ラ
ス
の
職
員
を
常
務
理
事
・
常
勤
監
事
に
登

用
す
る
場
合
、
課
長
時
代
よ
り
も
報
酬
が
下
が
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今
後
、
職
員
か
ら
優
秀

な
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
常
務
と
常

監
の
報
酬
を
課
長
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
若
い
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
こ

ち
ら
か
ら
出
向
い
た
り
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
講
師
を
迎
え
て
の
講
演
会
を
行
っ
た
り
し
て
い

き
た
い
。

QQ
（
代
表
監
事
に
対
し
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
役
員
報
酬
に

つ
い
て
、役
職
を
超
え
、農
協
本
来
の
理
念
に
立
っ

た
意
見
を
聞
き
た
い
。

Ａ

役
職
を
超
え
た
視
野
で
と
い
う
が
、
大
潟
村

農
協
の
経
営
状
況
や
現
状
を
考
え
、
自
分
は
組
合

長
の
考
え
が
適
正
で
あ
る
と
考
え
る
。

QQ

役
員
報
酬
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
役

場
な
ど
で
も
、
優
秀
な
人
材
を
高
い
報
酬
を
も
っ

て
引
き
抜
い
て
く
る
こ
と
が
あ
る
と
聞
く
。
一
部

の
報
酬
を
上
げ
る
よ
り
、
臨
時
を
含
め
た
職
員
全

員
が
や
る
気
の
出
る
待
遇
の
方
が
必
要
で
は
な
い

か
。

Ａ

臨
時
従
業
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
各
課
に
一

任
し
て
い
る
が
、
出
来
る
限
り
や
る
気
の
出
る
よ

う
に
努
め
た
い
。
職
員
の
給
与
は
県
内
農
協
で
一

番
高
く
、
み
ん
な
や
る
気
を
持
っ
て
業
務
に
臨
ん

で
い
る
。
そ
れ
に
職
員
に
は
賞
与
が
あ
る
が
、
役

員
に
は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
点
か
ら
も
、
全
県
並

み
に
整
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QQ

役
員
報
酬
に
つ
い
て
、
公
務
員
給
与
も
農
家

所
得
も
減
る
中
、
役
員
報
酬
を
上
げ
る
の
は
ど
う

か
。
全
県
並
み
と
い
う
が
、
大
規
模
農
協
と
比
較

す
べ
き
で
は
な
い
。内
部
か
ら
の
登
用
に
し
て
も
、

報
酬
は
そ
の
ま
ま
に
し
賞
与
で
対
応
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
話
が
出
た
が
、
そ
れ
以

前
に
、
放
っ
て
お
い
て
も
日
本
の
農
業
や
経
済
は

縮
小
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
農
家
数
も
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
大
変
な
時
代
で
あ
る
の
で
、
報
酬
に

つ
い
て
は
十
分
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ

役
員
報
酬
は
決
め
ら
れ
た
枠
の
中
で
支
払
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
賞
与
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
優
秀
な
職
員
を
内
部
登
用
す
る
に
あ
た
り
、

報
酬
額
に
大
き
く
差
が
出
る
事
態
は
避
け
な
け
れ

ば
と
思
う
。
農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
組

合
員
に
最
新
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
混

乱
を
防
ぐ
と
い
う
農
協
の
使
命
は
何
と
か
果
た
し

て
い
る
と
考
え
る
。
そ
ん
な
中
で
利
益
を
出
し
、

組
合
員
へ
の
還
元
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
還
元
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ど
う
か
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
も
、
情
報

が
偏
り
が
ち
な
中
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
機
会

を
設
け
た
。
日
本
の
経
済
が
縮
小
す
る
こ
と
で
受

け
る
打
撃
は
、
他
産
業
よ
り
専
業
農
家
群
の
方
が

大
き
い
。そ
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

今
は
し
っ
か
り
と
産
地
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

QQ

餃
子
計
画
の
米
粉
餃
子
の
評
判
は
ど
う
か
。

ま
た
、
餃
子
用
に
栽
培
す
る
野
菜
に
つ
い
て
、
冬

場
の
確
保
や
売
り
先
な
ど
、
工
夫
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ａ

好
評
で
あ
る
。
餃
子
計
画
の
誘
致
を
一
つ
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
米
以
外
の
収
入
源
確
保
の
為

に
野
菜
の
栽
培
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、

餃
子
計
画
に
限
ら
ず
、
野
菜
栽
培
を
新
た
な
生
産

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
指
導
体
制
、
売
り
先
確
保

　３月７日、大会議室を会場に座談会を開催しました。協議事項は「23年度実績見込み」「24年度計画
案」、資材倉庫建設を含む「中期構想計画」など。開会にあたり小林肇組合長はＪＡの現状について説明し、
24年度事業のための積極的な意見交換を求めました。お寄せいただいた意見や要望をご紹介いたします。
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←に
も
同
時
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

QQ

農
機
の
更
新
が
増
え
実
績
が
伸
び
た
と
い
う

が
、
信
頼
で
き
る
技
術
者
が
必
要
で
あ
る
。
技
術

者
の
人
事
異
動
と
定
年
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ

整
備
の
技
術
者
を
畑
違
い
の
部
署
に
異
動
さ

せ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
技
術
者
の
課
長
登
用

は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

QQ

暗
渠
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
認
定
農
業
者
以

外
は
利
用
で
き
な
い
と
聞
い
た
。
ま
た
、
有
機
農

業
な
ど
の
転
作
カ
ウ
ン
ト
が
な
く
な
っ
た
が
、
誰

が
決
め
た
の
か
。

Ａ

暗
渠
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
村
単
独
事
業
に

つ
い
て
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
の
事
業
に

つ
い
て
は
利
用
で
き
る
。
有
機
農
業
の
転
作
カ
ウ

ン
ト
に
つ
い
て
は
な
く
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
前

水
田
協
の
中
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

QQ

事
業
団
格
納
庫
用
地
の
分
譲
の
話
が
あ
る
が
、

価
格
や
分
譲
方
法
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ

具
体
的
に
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
24

年
度
中
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
詰
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
価
格
に
つ
い
て
は
、
取
り
壊
し

な
ど
諸
費
用
を
見
積
も
り
、
価
格
に
盛
り
込
ん
だ

上
で
検
討
し
て
い
く
予
定
。
情
報
を
流
し
、
需
要

の
有
無
な
ど
の
動
向
を
調
査
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

QQ

県
内
農
協
で
は
合
併
の
動
き
が
進
ん
で
い
る

よ
う
だ
が
、
大
潟
村
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
現

在
の
職
員
の
56
歳
定
年
制
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る

の
か
。

Ａ

大
潟
村
は
昨
年
す
で
に
合
併
し
な
い
こ
と
を

決
め
て
い
る
。
職
員
の
定
年
に
つ
い
て
、
あ
く
ま

で
定
年
は
60
歳
で
あ
る
が
56
歳
退
職
を
勧
奨
す
る

制
度
が
あ
る
。
そ
の
改
正
に
向
け
て
昨
年
か
ら
協

議
を
行
っ
て
お
り
、
58
歳
ま
で
伸
ば
す
方
向
で
進

ん
で
い
る
。

QQ

種
も
み
に
つ
い
て
。
農
家
は
作
付
計
画
を
変

更
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
農
協
は
や
り
づ
ら
い
と
思

う
が
、
そ
の
中
で
も
良
質
な
種
の
供
給
に
努
め
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
秋
田
県
で
は
こ
ま
ち
に
続
く
新

た
な
品
種
の
開
発
を
進
め
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

農
協
か
ら
そ
う
い
っ
た
要
望
は
出
し
て
い
る
の

か
。

Ａ

昨
年
の
ば
か
苗
の
発
生
で
か
な
り
の
種
子
が

使
え
な
く
な
っ
た
。
こ
ま
ち
の
種
子
に
つ
い
て
は

今
ま
で
通
り
種
子
組
合
で
し
っ
か
り
と
管
理
し
て

い
く
。
も
ち
種
子
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
五
城
目

町
産
だ
っ
た
種
も
み
を
、
24
年
度
か
ら
は
種
子
組

合
４
農
家
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
村
内
で
生
産

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
し
か
し
、
数
量
の
増

減
が
出
た
場
合
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
、
保
管
し
て
い
た
も
の
を
転
用
種
子
と
し
て

提
供
す
る
こ
と
も
あ
る
。
新
品
種
の
開
発
に
つ
い

て
、
現
在
県
の
方
で
力
を
入
れ
て
い
る
と
は
聞
い

て
い
な
い
。
全
国
各
地
で
良
食
味
の
新
品
種
が
出

て
い
る
中
、
ど
の
よ
う
に
大
潟
村
の
優
位
性
を
発

揮
し
て
い
く
か
。
東
北
農
試
と
契
約
し
、
多
収
品

種
と
な
り
う
る
品
種
の
確
定
を
５
年
後
に
向
け
て

行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

QQ

職
員
の
定
年
延
長
に
つ
い
て
、
延
長
に
な
っ

た
人
も
下
の
職
員
も
働
く
意
欲
を
な
く
さ
ぬ
よ

う
、
体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
。
そ
れ
と
、
合
併
し

な
い
こ
と
で
が
農
協
組
織
か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課

せ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
か
。

Ａ

職
員
に
つ
い
て
は
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

非
合
併
農
協
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
、
し
い
て

言
え
ば
「
非
合
併
農
協
は
農
協
連
合
会
会
長
に
な

れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
非
合
併
農
協
の

組
合
長
は
現
在
、
理
事
で
は
な
く
参
与
と
し
て
の

扱
い
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
善
を
求
め

て
お
り
、
将
来
的
に
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
事
業
と
し
て
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は

全
く
な
い
の
で
ご
安
心
頂
き
た
い
。

QQ

３
千
万
円
の
利
益
還
元
に
つ
い
て
、
こ
れ
は

利
用
高
配
当
と
出
資
配
当
の
こ
と
か
。
ま
た
、
資

料
に
「
法
人
税
調
整
額
」
と
あ
る
が
こ
れ
は
何
か
。

Ａ

利
益
還
元
に
つ
い
て
は
、
利
用
高
・
出
資
配

当
と
は
別
に
、
３
月
中
に
取
引
口
座
に
還
元
す
る

も
の
で
あ
る
。
法
人
税
調
整
額
に
つ
い
て
は
、
会

計
年
度
に
お
け
る
法
人
税
で
は
な
く
、
一
事
業
年

度
に
生
じ
た
税
務
上
の
税
金
を
出
し
な
さ
い
と
い

う
も
の
で
、
そ
れ
を
留
保
す
る
の
か
ど
う
か
を
判

断
し
て
、
前
年
度
留
保
し
た
金
額
と
会
計
上
発
生

し
た
税
金
を
比
べ
て
、
新
た
に
留
保
す
る
の
か
取

り
崩
す
の
か
を
判
断
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

QQ

種
も
み
の
ば
か
苗
に
つ
い
て
、
自
分
は
長
い

間
自
家
採
種
を
行
っ
て
い
る
が
一
度
も
発
生
し
た

こ
と
が
な
い
。
何
が
原
因
で
あ
っ
た
の
か
。

Ａ

消
毒
方
法
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
で
変
え
て

い
な
い
が
、
同
じ
や
り
方
で
も
出
た
人
と
出
な
い

人
が
い
た
こ
と
か
ら
、
調
査
を
し
た
結
果
、
浸
種

時
に
温
度
が
低
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
原
因
と
考

え
ら
れ
る
。

QQ

農
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
南
瓜
の
写
真
が
上

下
逆
に
な
っ
て
い
る
。
特
産
南
瓜
生
産
組
合
で

は
、
24
年
度
よ
り
品
種
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、こ
の
機
会
に
差
し
替
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

職
員
の
職
場
離
脱
に
つ
い
て
、
整
備
課
の
技
術
者

の
離
脱
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
、
不
便
が
生
じ
な
い
よ

う
考
え
て
ほ
し
い
。

Ａ

写
真
に
つ
い
て
は
、
新
品
種
が
で
き
次
第
差

し
替
え
た
い
。
職
場
離
脱
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
組
合
員
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
繁
忙

期
を
予
測
し
な
が
ら
計
画
を
た
て
る
よ
う
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

★
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
忙
し
い

中
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ご
意
見
や
ご
要
望
を
今
後
の
農

協
運
営
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

役
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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出　　身：秋田市
年　　齢：21歳
所　　属：整備課農機
趣　　味：野球　
ひとこと：農機の整備を担当して
今年で４年目になりますが、今ま
で以上に責任感を持ち日々成長し
ていきたいと思います。どうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

★勤続30年以上
　吉田　美幸（営農支援課）
★勤続20年以上
　山王丸正人（共済課）　石井　　彰（資材課）
　高橋　健一（金融課）　北嶋里江子（生活課）
★勤続10年以上
　藤田　　徹（総務課）　平塚　美子（金融課）

　地域資源を生かす農林水産業者の新たな取り組みに
対して、国がノウハウや資金をサポートする仕組みで、
平成23年度に法律が施行されました。１次産業である
生産と２次産業の加工、３次産業の販売を一体化させ
ることで、所得向上を目指します。付加価値のある商
品を開発すれば、新しい産業や雇用を生み出し、地域
活性化のきっかけにもつながります。

★ 今回の気になるキーワード

【６次産業化】

JA通信

るパーティなどで交流し、参加者に農業や農村の魅力を伝
えます。

①農商工連携
　農林漁業者と商工業者の連携によって、高価値の新商品
開発や販路の拡大を行う取り組み。全国のＪＡでも、地域
と連携し、新たな特産加工品の開発を進めるところが増え
ています。

②農村ワーキングホリデー
　都市部の希望者が農家に宿泊しながら、農作業や農家の
生活を体験する取り組み。農家の労働力不足の軽減や、都
市住民の農業への理解促進などに効果があるといわれてい
ます。

③婚活事業
　各地のＪＡが企画する｢婚活｣が大好評。地域の未婚組合
員の指導による農業体験や、新鮮な地場産農畜産物を食べ

　農村地域の活性化をめざし、ＪＡは、６次産業化※の推進による新た
な特産加工品の開発や、農業体験事業の展開など、農業・農村の魅力を
伝える活動を行っています。

「ＪＡグループが取り組む
農業・農村アピール」

出　資　金 …… 8億7,370万円
正組合員数 ……   　　1,170名
准組合員数 ……   　　0,031名

ＪＡ大潟村の概況　24年３月末現在

※決算のため、貯金・貸出金額の掲載は休みます。

芹田　妙子さん
（東２の４・女性部副部長）

鎌田真紀子さん
（東３の２・若妻部）

女性参与のご紹介

永年勤続職員のご紹介

　ＪＡ大潟村では、女性部・若妻部よりご推薦を
いただき、つぎの方々を３月29日の理事会におい
て参与に選任いたしました。お二人とも、昨年度
に引き続きお引き受けいただいた方々です。今年
度も女性層の代表として、ご意見・ご要望をいた
だき、ＪＡ大潟村の組織運営の活性化と事業活動
の強化をはかって参りますので、よろしくお願い
申し上げます。

　これから皆様のお世話になる、平成24年度新規採
用の職員です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　４月１日の朝礼で永年勤続職員の表彰を行いまし
たので、ご紹介いたします。

貝
かい

塚
づか

　　諒
りょう

平成24年度 新採用職員のご紹介平成24年度
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　新年度が始まりました。冬が厳し

かっただけに、春の陽光が殊更まぶし

く感じます。庭の雪山がようやく消え

たと思ったら、早くも雑草が顔を出していて驚きました。

我が家の庭は広く（家が小さく）、殺風景なため、よく

空き地と間違われるのですが、今年こそは手をかけて

やって「近所の子どもに堂々と横切られない庭」を目指

したいと思います。春といえば農家の皆さんは農作業が

本格化し、忙しい毎日をお過ごしのことと思いますが、

事故には十分お気をつけ下さい。

　さて、「ＪＡだより」も少しですがリニューアルしま

した。よりＪＡを身近に感じていただけるよう、微力な

がら頑張っていきたいと思いますので、どうか毎月ご覧

下さいますようお願い申し上げます。 （mi）

編集後記  退職　３月31日付　　
組合員の皆様、長い間ありがとうございました。
嵯峨　節子（共済課課長）
長い間お疲れ様でした。

 異動　４月１日付　（　）内は旧任
職員の人事異動を行いましたのでお知らせいた
します。
薄田　敏子　共済課課長（共済課課長補佐）

 採用　４月１日付
つぎの者を職員として採用いたしました。
貝塚　　諒（整備課農機整備係）

職

員

人

事
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◎休止する日　　５月４日

◎休止するサービス
ＪＡバンクのＡＴＭ・ＪＡネットバンクサービス・
コンビニ等のＡＴＭ・デビットカードサービス

理事会報告

報告事項
・業務報告（２月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・内部監査報告
・コンプライアンス・マニュアルの一部改正について
・重要用紙管理事務手続の一部改正について
・金庫室管理事務手続の一部改正について
・渉外用釣り銭の取扱事務手続の廃止について
・便宜預り書類取扱事務手続の廃止について
・便宜支払い取扱事務手続の廃止について
・農産物加工センター運営要項の一部改正について
・平成24年度コンプライアンス・プログラムの制定について
・平成24年度不測事態対応計画の制定について
・平成24年度個人情報保護計画・個人情報保護対策
進捗管理表（マスタープラン）の制定について

議　案
第82号　秋田県常例検査回答について
第83号　職制規程の一部改正について
第84号　防火管理規程の一部改正について
第85号　種子センター管理・運営規程の廃止について
第86号　平成23年度決算方針について
第87号　時間外労働・休日労働に関する協定について
第88号　１年単位の変形労働時間制に関する労使協

定について
第89号　土地賃貸借契約について
第90号　平成24年度全般統制・不祥事未然防止行動

計画について
第91号　平成24年度内部統制整備基本計画書の制定について
第92号　大潟村防除協議会役員の推薦について
第93号　女性参与の選任について
第94号　年度末手当の支給について
第95号　理事と組合との契約について
第96号　貸付金について

協議事項
平成24年度事業計画（案）について

３月29日開催
ＡＴＭ休止のお知らせ

水田からの濁水流出防止に
ご協力ください

（秋田県からのお知らせ）

　ＪＡバンクでは下記の期間中、誠に勝手ながらＡＴＭ・
ＪＡネットバンク等のサービスを休止させていただきます。
ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

　４月28日から５月20日の間は、河川や湖の水質を保全す
るため、重点的に農業排水の削減を呼びかけています。代
かきから田植え時期に排水される「濁水」は、湖や河川の
下流水域で、富栄養化等の水質悪化の一因となっています。
　畦畔の補修などにより漏水を防ぐとともに、湛水深を抑
えて、浅水での代かきを行いましょう。
　また、田植え前は浅水として、落水の水量を極力少なく
しましょう。

お問い合わせは金融課（45－2211または3018）まで。

この件に関するお問い合わせは
秋田県生活環境部環境管理課八郎湖環境対策室
（018－860－1631）へ。
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お誕生日おめでとう !!お誕生日おめでとう !!
初めての

お誕生日おめでとう !!
No.171

〒010－0443 秋田県南秋田郡大潟村字中央1－5　TEL 0185－45－2211㈹　FAX 0185－45－2273
インターネットアドレス http://www.ja-ogata.or.jp/
発行／大潟村農業協同組合　 印刷：㈱八郎潟印刷

JAだより おおがた

　車や電車が大スキ♥お外に
出ると車に向かって一目散！！
最近はパパが出勤する時、自
ら「バイバーイ」と手を振っ
てお見送りします。今度、電車
に乗ってお出かけしようね！

　たくさんの方々に支えられ、
名前の通り丈夫に一歳を迎え
る事ができました。ありがと
うございます。将来の夢は
ＥＸＩＬＥ！？今「ＲＩＳＩＮＧ ＳＵＮ」
の振り付けを練習中です。大
潟村の皆さま、どうぞよろし
くお願いします。

船木　大
やまと

和ちゃん

土屋　　丈
じょう

ちゃん

このコーナーに掲載希望の方はご連絡お待ちしております。
TEL  45－2211　広報担当

　独特の香りで料理においしさをプラスしてく
れるハーブ。肉や魚と一緒に漬け込んで臭み消
しにしたり、料理の仕上げに加えて香り付けに
したり、生のままサラダやドレッシング、マリ
ネに加えたり、彩りにしたりと使い方はさまざ
まです。ハーブには風味を良くするだけでなく、
消臭効果や食欲増進効果もあるので、料理のア
クセントにいろいろ使ってみましょう。ハーブ
の種類は非常にたくさんありますが、代表的な
ものは、トマトと相性が良くピザやパスタでお
なじみのバジル、香りが強く、肉、魚、野菜料
理全般によく合うローズマリー、爽やかな香り
で肉や魚の煮込みやオーブン料理に使われるタ
イム、彩りに使うことの多いパセリなどです。
ハーブの香りには好みがあるので、料理や食べ
る人に合わせて使い分けましょう。乾燥してフ
レークや粉状にしたドライハーブもあり同様に
使えますが、分量は控えめに。香りは生のもの
より劣りますが、保存が利くので便利です。

■材料（２人分）
カジキ２切れ・塩、こしょう各少々
Ａ（パン粉カップ1/4・ハーブのみじん切り※大さじ１・ニンニク
のみじん切り小さじ1/2・オリーブ油大さじ１）・オリーブ油大さじ
1/2・ミニトマト適量・飾り用ハーブ適量
※ハーブは、ローズマリー、タイム、パセリなど好みのもので。

■作り方（１人分254kcal）
⑴　Ａを混ぜ合わせ、ハーブパン粉を作ります。
⑵　カジキに塩・こしょうを振って５分ほど置きます。水気を拭い
て⑴をまぶします。 
⑶　フライパンにオリーブ油大さ
じ1/2を熱し、⑵を中火で焼き
ます。焼き色が付いたら裏返し、
弱火にして３～４分焼いて中ま
で火を通します。
⑷　皿に盛り、ミニトマトと飾り
用のハーブを添えます

●香りを上手に使って、おいしさアップ
フレッシュハーブ 食の

はなし
食の
はなし

Recipe カジキの
ハーブパン粉焼き

撮影：大井一範




